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1. はじめに
1.1 BIM sustaina for Energyのデータ連携【設計の初期段階から建物性能の把握と検討を可能にします】

WEBPRO
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1

建築情報

2

設備情報
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4

計算

（開発中） 結果出力

Web統合プラットホーム

特
許取

得
済
み



4copyright © one building

1. はじめに
1.2 BIM sustaina for Energyの新しいワークフロー

基本設計 実施設計 見積

省エネ

申請準備 省エネ適判

光熱費・空調負荷・LCC計算・検討 ・省エネ判定

・申請書作成

BIM BIM BIM BIM BIM

OK! OK! OK!

OK!

OK!

新しい
ワークフロー
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1. はじめに
1.2 BIM sustaina for Energyの新しいワークフロー：省エネ計算のABC

様式 A 様式 B 様式 C 以降

基本情報

• 計画概要

• 敷地概要

• 建物用途

• 建物規模

建築情報

• 開口部

• 外皮性能

• 断熱性能

• 室情報

設備情報

• 空調設備

• 換気設備

• 照明設備

• 給湯設備

• 昇降機設備

• 太陽光発電設備

• コージェネレーション設備
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1. はじめに
1.2 BIM sustaina for Energyの新しいワークフロー：様式A, B, C以降があれば建物性能は計算できる

基本情報 建築情報 設備情報

＋ ＋

Web入力 BIMモデル

自動作成 自動作成

Excelリスト

アップロード

省エネ性能
計算書

自動計算

Step1 Step2 Step3

様式 A 様式 B 様式 C

自
動
化開

発
中
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1. はじめに
1.2 BIM sustaina for Energyの新しいワークフロー：建築設計者と設備設計者の円滑な情報共有

室・外皮情報入力 変更
意匠設計
BIM推進

様式AB
自動作成

実施設計 確認申請
省エネ適判

設備設計 設備情報入力

BIM による設計 BIM

OK! OK!OK!

変更

見積
計算結果
発行

UL
DL

UL

変更

基本設計 実施設計 VE設計 申請

BIM

OK!

変更

PDF
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1. はじめに
1.3 導入支援サービス

ご
面
談

プ
ロ
ジ
'
ク
ト
の
モ
デ
ル
作
成
支
援

複
数
プ
ロ
ジ
'
ク
ト
の
モ
デ
ル
作
成
支
援

1PJでの
社内成功

BIM省エネ設計
導入完了

ス
モ
5
ル
チ
5
ム
へ
の
導
入

3 -5 PJ

BIM省エネ設計支援

社
内
認
知
拡
大
・
成
功
チ
5
ム
増

BIMマニュアル / BEP作成支援

2 - 5
アカウント

2Week 
–

1Month
成果報告

・社内セミナー（建築・設備・協力事務所対象）

・メール質問

・オンライン質問（別途）

内製化率
50%

BIM sustainable
Manager

・ライブ

・ビデオ

説明会

*各種支援サービスは株式会社one buildingへの委託となります
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① one buildingのWEBサイト（ https://one-building.co.jp ）からログインをクリック。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.1 サインアップと支払い情報の登録

①

https://one-building.co.jp/
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② サインアップをクリックし、サインアップ画面に移行。

③ 任意のメールアドレスとパスワードを入力し、 続ける をクリック。

④ 入力したメールアドレス宛に届いた認証メールから メールアドレスを認証 をクリック。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.1 サインアップと支払い情報の登録

②

④

③
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⑤ お使いのOTP(one-time password)アプリケーションにてQRコードをスキャンし、ワンタイムコードを入力、 続ける をクリック。

⑥ BIM sustaina for Energyアプリケーションを 認証 をクリック。

⑦ 希望のプランを選択し、 Stripeで支払い設定 をクリック。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.1 サインアップと支払い情報の登録

⑤

⑥

⑦
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⑧ 会社登録画面にて、会社名および任意の部署名、役職名を入力。

⑨ 希望のプランを選択し、 Stripeで支払い設定 をクリック。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.1 サインアップと支払い情報の登録

⑧
⑨
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⑧ Stripe支払い設定画面から、支払い情報を登録し、 申し込む をクリック。

⑨ ユーザー画面に移行し、サービスを開始。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.1 サインアップと支払い情報の登録

⑧

POINT
法⼈でのご契約は、カード所有
者の欄に法⼈名を⼊⼒すること
で初回の請求書に法⼈名を記載
できます。

POINT
お申し込みが完了した時点で、ご登
録いただいた1ライセンス分（1ヶ⽉
分）の⽀払いが完了します。プラン
数量の変更は2.4をご参照ください。

POINT
契約する数量をこちらで
変更できます。
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.1.1 支払いサイトについて

毎月1日に登録クレジットカードから自動課金(初回申込時は申し込み日で引き落とし) 請求書・領収書は自動発行されます

1月 3月2月

ア
カ
ウ
ン
ト
作
成

1/10

自
動
課
金

2/1

自
動
課
金

２アカウント登録

3/12/20

1アカウント追加

内訳）
2アカウント分月額利用料
(2/1 - 2/28)

自
動
課
金

内訳）
1アカウント分日割月額利用料（2/20 - 2/28)
3アカウント分月額利用料（3/1 - 3/31)

内訳）
2アカウント分
日割月額利用料
(1/10-1/31)

２アカウント利用中 ３アカウント利用中

ア
カ
ウ
ン
ト
数
追
加

請求書・領収書
自動発行

請求書・領収書
自動発行

請求書・領収書
自動発行

4月

自
動
課
金

内訳）
1アカウント分日割月額利用料の返金（3/20 - 3/31)
2アカウント分月額利用料（4/1 - 4/30)

請求書・領収書
自動発行

3/20

1アカウント解約

2アカウント利用中

ア
カ
ウ
ン
ト
数
減
少
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.2 ユーザー画面の説明

1. ユーザー名

2. 会社名

3. ナビゲーションメニュー（※一般ユーザーの場合、メンバー管理及び支払い管理は表示されません）

4. 新規プロジェクトの作成

12

3 4
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.3 ユーザー情報の変更

① ナビゲーションメニューから ユーザー情報 をクリック。

② ユーザー情報変更画面にて任意のユーザー名、部署名、役職名を入力し、 変更する をクリック。

①

②
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.4 プラン数量の更新と会社メンバーの追加

① ナビゲーションメニューから 支払い管理（Stripe） をクリック。

② Stripe支払い設定画面から、 数量を更新 をクリック。

③ 必要なプラン数量を選択し、 確定 をクリック。

①

②

③

POINT
「詳細を表⽰」をクリックすると、次⽉の請求コス
トのプレビューを確認できます。なお、本サブスク
リプションはStripeの⽐例配分（⽇割り / 秒割り計
算）を採⽤しています。詳細は下記リンクを参照く
ださい。
https://stripe.com/docs/billing/subscriptions/prorations

https://stripe.com/docs/billing/subscriptions/prorations
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.4 プラン数量の更新と会社メンバーの追加

④ 現在のプランにて変更が反映されていることを確認。

⑤ ナビゲーションメニューから メンバー管理 をクリック。

⑥ 会社のメンバー管理画面から 新しいユーザーを招待する をクリック。

⑥

④

⑤
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.4 プラン数量の更新と会社メンバーの追加

⑦ 招待したい新規ユーザーのメールアドレスを入力し、 招待する をクリック。

⑧ 入力したメールアドレス宛に招待メールが送信される。

⑨ 招待されたユーザーは招待メールから 招待を受ける をクリック。

⑦

⑨
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.4 プラン数量の更新と会社メンバーの追加

⑩ パスワード登録画面から任意のパスワードを入力し、 登録 をクリック。

⑪ ログイン画面から登録したメールアドレスとパスワードを入力し、 続ける をクリック。

⑫ サービスを開始。

⑩

⑪
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.5 管理者(契約/プロジェクト)と一般ユーザーの権限

機能リスト 契約管理者 プロジェクト管理者 一般ユーザー

権限

契約管理（Stripeへのアクセス） ○
契約管理権限付与 ○
プロジェクト管理権限付与 ○ ○
メンバー管理 新規ユーザー招待 ○ ○

ユーザー情報変更 ○ ○ △:自分の情報変更

プロジェクト管理 新規プロジェクト作成 ○
プロジェクトメンバー追加 ○
プロジェクト削除 ○
新規バージョン作成 ○ ○
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.6 管理者権限の付与

① ナビゲーションメニューから メンバー管理 をクリック。

② メンバー管理画面にて任意のユーザーの変更をクリック。

③ プロジェク or 契約管理者(または両方)のチェックボックスにチェックを入れ、 変更する をクリック。

①

③
③
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.7 BIM sustaina for Energy Sync のダウンロード方法

① BIM sustaina for Energyのナビゲーションメニューから ダウンロード をクリック。

② ダウンロードサイトより各種インストーラーをダウンロード。

③ サンプルプロジェクトをダウンロード。

④ 省エネ計算用Excel2ファイルをダウンロード。

① ②

③

④
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.8 新規プロジェクトの作成と基本情報の登録

① プロジェクトリストから 新規プロジェクトの作成 をクリック。

② プロジェクト名、郵便番号、建築所在地、目標BPIm/BEImを入力し、建物モデルの種類、用途、ZEB目標を選択。

③ メンバーを追加をクリックし、プルダウンメニューから会社メンバーを選択。

④ 作成する をクリック。

①

②

③ ④
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① プロジェクトのワークスペースから新規バージョンを作成をクリックし、 ファイルを選択 をクリック。

② BIMソフトから発行したtxtファイルを選択。（txtファイルの出力に関しては、5.7を参照。）

③ TSVファイルをアップロード をクリック。

④ Ver.1 の項目が生成される。

⑤ 項目を開き、AB（Excel1）をクリックし、ダウンロード。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.9 TSVファイルのアップロードとAB（Excel 1）の自動作成

①

②

⑤
POINT
ファイルは複数選
択可能です。

⑤

③

④
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① ダウンロードしたエクセルファイルに、様式Aの基本情報、B-1～B-3までの建築情報が自動入力されていることを確認。

② 様式C～I（設備情報）に必要な情報を入力。

③ ABC （Excel 2）をアップロードをクリック。

④ ファイルを選択 より必要な情報を入力したエクセルファイルを選択し、 アップロード をクリック。

⑤ Ver.1.1が作成され、計算結果（PDF）が作成される。

⑥ 計算結果（PDF）をクリックし、ダウンロード。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.10 計算結果（PDF）のダウンロード

④

⑤

⑥①

③
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2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.11 分析画面の説明

1. BPIm及びBEIm値、 BPIm及びBEIm ≦ 1.00の達成/非達成表示、プロジェクトのBPIm/BEIm目標値との差分、ZEB目標の達成/非達成表示

2. BEIm分析のレーダーチャート（マウスを当てると各種値が表示される）

3. 外壁、屋根、床、窓の平均熱貫流率

4. 方位別開口率（マウスを当てると各種値が表示される）

1

2

3

4
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• 作成されたエクセルファイルの各値に誤りがないかチェックする機能です。（WEBPROのエラー項目に準拠）

① チェックしたいExcelファイル名下の☑をクリック。

② チェックしたいシート名に☑を入力し、 チェック をクリック。

• エラー項目がない場合はエラーはありませんと表示されます。

• 計算前に解消が必要なエラーは赤字で表示されます。エラーを修正し、エクセルシートを再度アップロードして下さい。

• WEBPROで自動修正されるワーニングは黄色で表示されます。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.12 入力シートのエラーチェック機能

①

①

②
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• BIMモデルを設計変更した際、又は Excel 2 を再度アップロードした際、差分表示機能を使用できます。

（Ver.1.2又はVer.2以降、差分表示機能は使用できます。）

• 過去のバージョンと比較し、変更された箇所をエクセル上でハイライトする機能です。

① 比較したいVer.番号をプルダウンより選択。

② 差分 をクリックし、エクセルファイルをダウンロード。

③ 変更されたセルが黄色くハイライトされる。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.13 設計変更差分チェック機能

POINT
「ABC（Excel 2）をアップロー
ド」からエクセルをアップロー
ドする毎に、Ver.1.1、1.2、
1.3…とリスト化されます。それ
ぞれとの差分表⽰は、右側のプ
ルダウンより選択する事で可能
です。

①
②

③

③
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• 設備情報は変更せずに、BIMモデル（建築情報）のみを設計変更した際、

過去の設備情報（様式C以降）との結合機能を使用できます。

① 採用したい過去の設備情報のVer.番号をプルダウンより選択。

② 結合 をクリック。

③ 計算結果が出力される。

2. BIM sustaina for Energy：使用方法
2.14 結合機能

①

②
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WEBPROで公開されている入力シート BIM sustaina for Energyで作成される入力シート

ボタンの削除

プルダウンメ
ニューの削除

• BIM sustaina for Energyで作成される入力シートは、WEBPROで公開されている入力シートと一部仕様が異なります。

• 計算結果には影響しません。

① インターネットへの接続、シート出力、印刷のボタンが削除されます。

② 一部のプルダウンメニューが削除されます。

③ その他の注意事項に関してはFAQを参照してください。

3. BIM sustaina for Energy：注意事項
3.1 BIM sustaina for Energyで生成される入力シートの注意点
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4. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：インストールと準備

• 本システムは、モデル建物法の省エネ計算の業務支援を目的としたシステムです。

• 本システムは、モデル建物法入力シートの内、基本情報の一部（様式A）及び外皮性能に関する項目（様式B-1、B-2、B-3）に関して、Archicadのメタデータを利用

して入力サポートを行います。

4.1 アドオンソフトの目的・機能
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4. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：インストールと準備

• 本システムは、 Archicad ver.24/25/26（Windows版）に対応しています。

4.2 Archicad ver.について
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4. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：インストールと準備

• インストール手順を説明します

①「BIM sustaina for Energy Sync for Archicad24/25/26.exe」を起動。

②インストールウィザードが表示されます。 次へ（N） をクリック。

③インストール先のフォルダを確認し、 次へ（N） をクリック。

4.3 インストール手順

②

①

③
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4.3 インストール手順

④ファイルコピーの開始が表示されます。 次へ（N） をクリック。

⑤インストールが完了します。 完了 をクリック。

⑥インストール先のフォルダに下記ファイルが作成されます。

• BIMsustainaforEnergySync24/25/26.apx

• PropertiesforBIMsustainaforEnergySync.xml

• WindowHeatTransferPerformance_H30_181005.csv

④ ⑤

4. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：インストールと準備
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4. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：インストールと準備

• メニューバー「BIM sustaina for Energy Sync」→「ツールパレットを開く」よりツールを起動することで、必要な属性情報がインストールされます。

• プロパティ：開口部や屋根・壁・スラブオブジェクトで利用する省エネ計算上必要な属性情報です。

• メニューバー「オプション（O）」→「プロパティマネージャー」より確認できます。

4.4 インストールされる属性情報について
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4. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：インストールと準備

• ビルディングマテリアル：屋根・壁・スラブオブジェクトで利用する省エネ計算上必要な属性情報です。

• メニューバー オプション（O） → 属性情報（T） → ビルディングマテリアル より確認できます。

4.4 インストールされる属性情報について
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4. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：インストールと準備

• 入力のワークフローを説明します。

TSVデータ書き出し

4.5 ワークフロー

モデルの入力

ゾーンの入力

プロジェクト方位の設定

建物用途設定

室用途設定

ビルディングマテリアルの割当て

断熱仕様設定

Archicadでのモデリング ゾーン設定

断熱仕様設定

断熱仕様名称設定

基本情報設定

基本情報設定

外皮仕様設定

外皮仕様設定

外皮仕様名称設定

ツールの起動

空調・換気・照明対象ゾーン設定

TXT出力

開口部仕様設定

開口部仕様設定

開口部仕様名称設定
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4. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：インストールと準備

• BIM sustaina for Energy Sync for Archicadでのモデリングの注意点を説明します。

4.6 Archicadでのモデリング

モデルの入力

ゾーンの入力

プロジェクト方位の設定

【開口部分】

• ドア、窓、天窓、カーテンウォールパネル要素を使用してモデリングします。
• 分類は「ARCHICAD分類 – v2.0」のドア、窓、天窓、カーテンウォールパネルを割り当てます。
• ARCHICAD Library 24/25/26のデフォルトのオブジェクトを使用してください。
【断熱部分】
• 壁、屋根、スラブ、カーテンウォール要素を使用してモデリングします。

• 分類は「ARCHICAD分類 – v2.0」の壁、屋根、スラブ、カーテンウォール、基礎を割り当てます。

ビルディングマテリアルの割当て

• 壁、屋根、スラブの断熱部分に、4.4でインストールされた断熱材のビルディングマテリアルを割り当てます。

• 室内の各室にゾーンを入力します。

• ゾーンの組み立て法は基準線かつ総体で作成してください。
• 分類は「ARCHICAD分類 – v2.0」のスペースを割り当てます。

• メニューバー「オプション（O）」→「プロジェクト設定」→「プロジェクトの北を設定」より方位を設定します。

POINT
開⼝部仕様設定や断熱仕様設定に
要素をリストアップさせるための
条件となります。

POINT
ゾーンの組み立て法：基準線（総
体）でゾーンを作成することによ
り、外⽪仕様設定での⽅位⾃動判
定が可能です。

POINT
省エネ法⽤のビルディングマテリ
アルの設定は、Archicadテンプ
レートのデフォルト設定に紐づい
ています。具体的には、切断塗り
つぶしと材質のindex番号を使⽤し
ています。例えば、切断塗りつぶ
し：0%（#173）、材質：空気
（#193）等です。もしArchicadテ
ンプレートのデフォルト設定を編
集している場合には、ビルディン
グマテリアルが正しくインポート
されない可能性がありますのでご
注意ください。
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5.1 システムの起動

① メニューバーより BIM sustaina for Energy Sync  → ツールパレットを開く をクリック。

② BIM sustaina for Energy Sync のツールパレットが開きます。

記号 機能 説明 関連ページ

A 基本情報 省エネ計算に必要な基本情報の設定を行います。 5.3

B ゾーン設定 省エネ計算に必要な室仕様の設定をゾーンに割り当てます。 5.2

C 開口部仕様設定 省エネ計算に必要な開口部仕様の設定を行います。 5.4

D 断熱仕様設定 省エネ計算に必要な断熱仕様の設定を行います。 5.5

E 外皮仕様設定 省エネ計算に必要な外皮仕様の設定を行います。 5.6

F TXT出力 5.7

G オンライン技術FAQ 6.1

①

②

A B C D E F

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法

G
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5.2 ゾーン設定

• ここでは、省エネ計算に必要な室仕様の設定をゾーンに割り当てます。

【入力手順】

① 省エネ計算に必要なゾーンに対して、欄にチェックを入れる。

② 各ゾーンの建物用途をコンボボックスより選択する。

③ 換気もしくは照明の計算対象となるゾーンの欄にチェックを入れる。どちらも対象とならないゾーンについてはチェック不要。

④ 換気もしくは照明にチェックしたゾーンについて、室用途をコンボボックスより選択する。

②

①

③ ④②
POINT
ダイアログの項⽬は、複数選択して⼀括編集が可
能です。

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法
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5.2 ゾーン設定

【省エネ計算上のポイント】

• 建物用途は、複合用途の建築物も想定してゾーンごとに異なる建物用途を選択できるようにしています。モデル建物法では、建物用途ごとにエネルギー計

算を行う必要があるため、計算したい建物用途のゾーンについてのみ計算対象のチェックを入れるようにします。

• 換気及び照明の計算対象となる室用途は一部の用途に限定されており、照明については建物用途ごとに異なる室用途が対象となります。また、換気と照明

の計算対象となる室用途は重複しないため、いずれかの欄にチェックを入れる仕様となっています。

• 空調の欄は根拠図作成の際に必要となります。（根拠図作成機能は現在未実装）

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法
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5.3 基本情報設定

• ここでは、省エネ計算に必要な基本情報の設定を行います。

【入力手順】

① 延べ面積、計算対象部分の床面積、計算対象部分の空調対象床面積はゾーン設定から自動算出。

② 計算対象部分の外周長さは、高度0より丈夫にある床面積で最大フロアを判断し、外周長さは外壁オブジェクトの合計長さで自動算出。

③ 黄色背景の箇所は手入力のみ対応。

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法

①

②

③

POINT
各項⽬の⾃動算出の条件や⼊⼒⽅法の詳細につい
ては⼊⼒ガイドを参照してください。
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5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法
5.4 開口部仕様設定

• ここでは、省エネ計算に必要な開口部仕様の設定を行います。

【入力手順】

① 省エネ計算に必要な開口部に対して、欄にチェックを入れる。

② 次のいずれかの方法で、各建具の仕様を設定する。

方法1：「⑤_建具の種類」、「⑥_ガラスの種類」をコンボボックスより選択する。

方法2：1.「⑤_建具の種類」をコンボボックスより選択する。2.「⑦_(ガ)熱貫流率」、「⑧_(ガ)日射熱取得率」に任意の値を入力する。

方法3：「⑨_(ガ+建)熱貫流率」、「⑩_(ガ+建)日射熱取得率」に任意の値を入力する。

①

方法1 方法2 方法3

②
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POINT
「同一の建具仕様を統合」を使うことで、同じ建具仕様名称の建具は1項目に統合され、複数要素をもつ項目は、
「要素ID」が「***」と表示されます。

5.4 開口部仕様設定

③ ブラインドの有無を選択。

④ 日除け効果係数（冷房／暖房）をテキスト入力。

⑤ 各建具に任意で建具仕様名称を入力するか、ダイアログ左下にある「連番設定」機能を使って自動で番号を割り当て入力する。

⑥ 「同一の建具仕様を統合」の欄にチェックを入れる。

⑦ OK をクリック。

POINT
連番設定は、同じ仕様の項⽬ご
とに仕様名称を⾃動⼊⼒する機
能です。任意の仕様名称と開始
番号を⼊⼒してください。
番号はドア、窓、天窓、カーテ
ンウォールのタブごとに割り振
られます。また、現在表⽰して
いるフロア以外であっても、レ
イヤー表⽰中の要素も設定の対
象になります。

③ ④

⑤ ⑥

⑦

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法
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【補足説明】

• 開口部の寸法は内法寸法を表示しています。

• 「②_幅」、「③_高さ」、「④_窓面積」の値はこのダイアログでは編集できません。モデル画面やプロパティ画面に戻って編集します。

• 開口部の寸法及び建具仕様が同じ建具については、同じ建具仕様名称が割り当てられます。

• 「同一の建具仕様を統合」を使うことで、同じ建具仕様名称の建具は1項目に統合され、一括編集することが出来ます。

• カーテンウォールの編集を終了する際には、「編集モードを終了」のボタンをご使用ください。

• ⑥_ガラスの種類の選択項目の命名規則は、下記(※)の表に示すとおりになります。

【省エネ計算上のポイント】

• 省エネ計算上、窓面積は次のいずれかの方法で入力します。

a)：「②_幅」&「③_高さ」をそれぞれ入力

b)：「④_窓面積」を直接入力

• 各建具の仕様の入力方法は3つありますが、計算上、c)の優先順位が高く、次いでb)、a)の順となります。

a)：「⑤_建具の種類」&「⑥_ガラスの種類」入力

b)：「⑤_建具の種類」&「⑦_(ガ)熱貫流率」&「⑧_(ガ)日射熱取得率」入力

c)：「⑨_(ガ+建)熱貫流率」&「⑩_(ガ+建)日射熱取得率」入力

• 「日除け効果係数」の値について、日除けとなる構造・部材を評価しない場合はデフォルト値(1.000)を用います。日除けとなる構造・部材を評価する場合は

『国立研究開発法人建築研究所 建築物のエネルギー消費性能に関する技術情報』ホームページで公表されている「日除け効果係数算出ツール」を用いて値

を算出して下さい。

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法
5.4 開口部仕様設定
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5.5 断熱仕様設定

• ここでは、省エネ計算に必要な断熱仕様の設定を行います。

【入力手順】

① 省エネ計算に必要な断熱に対して、欄にチェックを入れる。

② 各断熱の部位種別をコンボボックスより入力する。

③ 次のいずれかの方法で、断熱仕様を設定する。

方法1：ビルディングマテリアルより取得した「③_断熱材種類（大分類）」、「④_断熱材種類（小分類）」、「⑤_熱伝導率」、「⑥_厚み」の値を採用する。

方法2：「⑦_熱貫流率」に任意の値を入力する。

①

②

方法1 方法2

③

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法
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5.5 断熱仕様設定

④ 各断熱に任意で断熱仕様名称を入力するか、ダイアログ左下にある「連番設定」機能を使って自動で番号を割り当て入力する。

⑤ 「同一の断熱仕様を統合」の欄にチェックを入れる。

⑥ OK  をクリック。

④ ⑤

⑥

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法
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5.5 断熱仕様設定

【補足説明】

• 「③_断熱材種類(大分類)」、「④_断熱材種類(小分類)」、「⑤_熱伝導率」はこのダイアログでは編集できません。ビルディングマテリアルのダイアログ

を開いて、各要素に含まれる断熱材のビルディングマテリアルを編集します。

• 無断熱の場合は、ビルディングマテリアルより「【省エネ法】無」を選択してください。部位種別ごとに熱貫流率が自動入力されます。

• 仕様が同じ断熱については、同じ断熱仕様名称が割り当てられます。

• 「同一の断熱仕様を統合」を使うことで、同じ断熱仕様名称の断熱は1項目に統合され、一括編集することが出来ます。

【省エネ計算上のポイント】

• 断熱仕様の入力方法は4つありますが、計算上、d)の優先順位が高く、次いでc)、b)、a)の順となります。

a)：「③_断熱材種類(大分類)」&「⑥_厚み」入力

b)：「③_断熱材種類(大分類)」&「④_断熱材種類(小分類)」&「⑥_厚み」入力

c)：「⑤_熱伝導率」&「⑥_厚み」入力

d)：「⑦_熱貫流率」入力

※本アドオンではc)及びd)を採用していますが、その他の方法で入力する場合はエクセル入力シートで直接入力してください。

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法



50copyright © one building

5.6 外皮仕様設定

• ここでは、省エネ計算に必要な外皮仕様の設定を行います。

【入力手順】

① 省エネ計算に必要な外皮に対して、欄にチェックを入れる。

② 各外皮の方位をコンボボックスより選択するか、「方位自動判定」機能を使って自動で入力する。

③ 各外皮に任意で外皮名称を入力するか、ダイアログ左下にある「連番設定」機能を使って自動で番号を割り当て入力する。

④ OK  をクリック。

①
②

③

④

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法



51copyright © one building

5.6 外皮仕様設定

【補足説明】

• 方位自動判定は壁要素を対象とし、ゾーンの組み立て法が基準線かつ総体であることが条件となります。

【省エネ計算上のポイント】

• 省エネ計算上、外皮面積は次のいずれかの方法で入力します。

方法1:「②_幅」&「③_高さ」をそれぞれ入力

方法2:「④_外皮面積」を直接入力

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法
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5.7 TXT 出力

• ここでは、BIM sustaina for Energyにデータを転送するためのTXTファイルの出力方法を説明します。

① ツールパレットより TXT出力 をクリック。

② 物件名を入力し、 OK をクリック。（プロジェクト情報に入力されたプロジェクト名が自動表記されます）

③ 出力先のフォルダを指定し、 OK をクリック。

④ 自動生成されたフォルダ内に、下記の7ファイルが作成されます。

• A_1_1_YYYYMMDD_HHMM.txt

• B_1_1_YYYYMMDD_HHMM.txt

• B_2_1 _YYYYMMDD_HHMM.txt

• B_3_0_1 _YYYYMMDD_HHMM.txt

• B_3_1 _YYYYMMDD_HHMM.txt

• D_1_1_YYYYMMDD_HHMM.txt

• E_1_1_YYYYMMDD_HHMM.txt

①
②

③

5. BIM sustaina for Energy Sync for Archicad：使用方法
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6. BIM sustaina for Energy Sync for Revit：インストールと準備

• 本システムは、モデル建物法の省エネ計算の業務支援を目的としたシステムです。

• 本システムは、モデル建物法入力シートの内、基本情報の一部（様式A）及び外皮性能に関する項目（様式B-1、B-2、B-3）に関して、Revitのメタデータを利用し

て入力サポートを行います。

6.1 アドオンソフトの目的・機能
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6. BIM sustaina for Energy Sync for Revit：インストールと準備

• 本システムは、 Revit 2023/2024（Windows版）に対応しています。

6.2 Revit ver.について
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6. BIM sustaina for Energy Sync for Revit：インストールと準備

• インストール手順を説明します

①「BIM sustaina for Energy Sync for Revit2023/2024.exe」を起動。

②インストールウィザードが表示されます。 次へ（N） をクリック。

③インストール先のフォルダを確認し、 次へ（N） をクリック。

6.3 インストール手順

②

①

③
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6.3 インストール手順

④ファイルコピーの開始が表示されます。 次へ（N） をクリック。

⑤インストールが完了します。 完了 をクリック。

⑥次のフォルダに下記ファイルが作成されます

C:\ProgramData\Autodesk\Revit\Addins\2023\BIMsustainaforEnergySync

• BIMsustainaforEnergySync2023/2024.dll

• ParametersforBIMsustainaforEnergySync.txt

• WindowHeatTransferPerformance_H30_181005.csv

④ ⑤

6. BIM sustaina for Energy Sync for Revit：インストールと準備
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6. BIM sustaina for Energy Sync for Revit：インストールと準備

• リボンメニュー BIM sustaina for Energy Sync →メニューのいずれかをクリックすることで、必要な属性情報がインストールされます。

• パラメータ：開口部や屋根・壁・床カテゴリで利用する省エネ計算上必要な属性情報です。

• リボンメニュー管理→共有パラメータより確認できます。

6.4 インストールされる属性情報について
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6. BIM sustaina for Energy Sync for Revit：インストールと準備

• マテリアル：屋根・壁・床カテゴリで利用する省エネ計算上必要な属性情報です。

• リボンメニュー管理→マテリアル→ クラス「省エネ法」より確認できます。

6.4 インストールされる属性情報について
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6. BIM sustaina for Energy Sync for Revit：インストールと準備

• 入力のワークフローを説明します。

TSVデータ書き出し

6.5 ワークフロー

モデルの入力

部屋の入力

真北の設定

建物用途設定

室用途設定

マテリアルの割当て

断熱仕様設定

Revitでのモデリング 部屋設定

断熱仕様設定

断熱仕様名称設定

基本情報設定

基本情報設定

外皮仕様設定

外皮仕様設定

外皮仕様名称設定

リボンメニューの起動

空調・換気・照明対象部屋設定

TXT出力

開口部仕様設定

開口部仕様設定

開口部仕様名称設定
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6. BIM sustaina for Energy Sync for Revit：インストールと準備

• BIM sustaina for Energy Sync for Revitでのモデリングの注意点を説明します。

6.6 Revitでのモデリング

モデルの入力

部屋の入力

真北の設定

【開口部分】

• ドア、窓、カーテンパネルカテゴリを使用してモデリングします。

【断熱部分】
• 壁、屋根、床、カーテンウォールカテゴリを使用してモデリングします。

マテリアルの割当て

• 壁、屋根、床の断熱部分に、6.4でインストールされた断熱材のマテリアルを割り当てます。

• 室内の各室に部屋を入力します。

• 部屋面積の計算は壁の躯体芯で作成してください。

• メニューバー「オプション（O）」→「プロジェクト設定」→「プロジェクトの北を設定」より方位を設定します。

POINT
開⼝部仕様設定や断熱仕様設定に
要素をリストアップさせるための
条件となります。

POINT
部屋面積の計算：壁の躯体芯で部
屋を作成することにより、外⽪仕
様設定での⽅位⾃動判定が可能で
す。
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7.1 システムの起動

① リボンメニューより BIM sustaina for Energy Sync  をクリック。

② BIM sustaina for Energy Sync のメニューが開きます。

記号 機能 説明 関連ページ

A 基本情報 省エネ計算に必要な基本情報の設定を行います。 7.3

B 部屋設定 省エネ計算に必要な室仕様の設定を部屋に割り当てます。 7.2

C 開口部仕様設定 省エネ計算に必要な開口部仕様の設定を行います。 7.4

D 断熱仕様設定 省エネ計算に必要な断熱仕様の設定を行います。 7.5

E 外皮仕様設定 省エネ計算に必要な外皮仕様の設定を行います。 7.6

F TXT出力 7.7

G オンライン技術FAQ 8.1

①

②

A B C D E F

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法

G
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POINT
ダイアログの項⽬は、複数選択して⼀括編集が可能です。

7.2 部屋設定

• ここでは、省エネ計算に必要な室仕様の設定を部屋に割り当てます。

【入力手順】

① 省エネ計算に必要な部屋に対して、欄にチェックを入れる。

② 各部屋の建物用途をコンボボックスより選択する。

③ 換気もしくは照明の計算対象となる部屋の欄にチェックを入れる。どちらも対象とならない部屋についてはチェック不要。

④ 換気もしくは照明にチェックした部屋について、室用途をコンボボックスより選択する。

①

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法

② ③ ④
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7.2 部屋設定

【省エネ計算上のポイント】

• 建物用途は、複合用途の建築物も想定して部屋ごとに異なる建物用途を選択できるようにしています。モデル建物法では、建物用途ごとにエネルギー計算

を行う必要があるため、計算したい建物用途の部屋についてのみ計算対象のチェックを入れるようにします。

• 換気及び照明の計算対象となる室用途は一部の用途に限定されており、照明については建物用途ごとに異なる室用途が対象となります。また、換気と照明

の計算対象となる室用途は重複しないため、いずれかの欄にチェックを入れる仕様となっています。

• 空調の欄は根拠図作成の際に必要となります。（根拠図作成機能は現在未実装）

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法
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7.3 基本情報設定

• ここでは、省エネ計算に必要な基本情報の設定を行います。

【入力手順】

① 延べ面積、計算対象部分の床面積、計算対象部分の空調対象床面積は部屋設定から自動算出。

② 計算対象部分の外周長さは、高度0より丈夫にある床面積で最大フロアを判断し、外周長さは外壁オブジェクトの合計長さで自動算出。

③ 黄色背景の箇所は手入力のみ対応。

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法

①

②

③

POINT
各項⽬の⾃動算出の条件や⼊⼒⽅法の詳細につい
ては⼊⼒ガイドを参照してください。
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7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法
7.4 開口部仕様設定

• ここでは、省エネ計算に必要な開口部仕様の設定を行います。

【入力手順】

① 省エネ計算に必要な開口部に対して、欄にチェックを入れる。

② 次のいずれかの方法で、各建具の仕様を設定する。

方法1：「⑤_建具の種類」、「⑥_ガラスの種類」をコンボボックスより選択する。

方法2：1.「⑤_建具の種類」をコンボボックスより選択する。2.ガラスの性能の「⑦_熱貫流率」、「⑧日射熱取得率」に任意の値を入力する。

方法3：窓（ガラス+建具）の性能の「⑨_熱貫流率」、「⑩_日射熱取得率」に任意の値を入力する。

①

方法1 方法2 方法3

②
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POINT
「同一の建具仕様を統合」を使うことで、同じ建具仕様名称の建具は1項目に統合され、複数要素をもつ項目は、
「マーク」が「***」と表示されます。

7.4 開口部仕様設定

③ ブラインドの有無を選択。

④ 日除け効果係数（冷房／暖房）をテキスト入力。

⑤ 各建具に任意で建具仕様名称を入力するか、ダイアログ左下にある「連番設定」機能を使って自動で番号を割り当て入力する。

⑥ 「同一の建具仕様を統合」の欄にチェックを入れる。

⑦ OK をクリック。

POINT
連番設定は、同じ仕様の項⽬ご
とに仕様名称を⾃動⼊⼒する機
能です。任意の仕様名称と開始
番号を⼊⼒してください。
番号はドア、窓、カーテンパネ
ルのタブごとに割り振られます。
また、現在表⽰しているフロア
以外であっても、表⽰中のカテ
ゴリ要素も設定の対象になりま
す。

③ ④
⑤ ⑥

⑦

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法
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【補足説明】

• 開口部の寸法は内法寸法を表示しています。

• 「②_幅」、「③_高さ」、「④_窓面積」の値はこのダイアログでは編集できません。モデル画面やプロパティ画面に戻って編集します。

• 開口部の寸法及び建具仕様が同じ建具については、同じ建具仕様名称が割り当てられます。

• 「同一の建具仕様を統合」を使うことで、同じ建具仕様名称の建具は1項目に統合され、一括編集することが出来ます。

• ⑥_ガラスの種類の選択項目の命名規則は、下記(※)の表に示すとおりになります。

【省エネ計算上のポイント】

• 省エネ計算上、窓面積は次のいずれかの方法で入力します。

a)：「②_幅」&「③_高さ」をそれぞれ入力

b)：「④_窓面積」を直接入力

• 各建具の仕様の入力方法は3つありますが、計算上、c)の優先順位が高く、次いでb)、a)の順となります。

a)：「⑤_建具の種類」&「⑥_ガラスの種類」入力

b)：「⑤_建具の種類」&「⑦_(ガ)熱貫流率」&「⑧_(ガ)日射熱取得率」入力

c)：「⑨_(ガ+建)熱貫流率」&「⑩_(ガ+建)日射熱取得率」入力

• 「日除け効果係数」の値について、日除けとなる構造・部材を評価しない場合はデフォルト値(1.000)を用います。日除けとなる構造・部材を評価する場合は

『国立研究開発法人建築研究所 建築物のエネルギー消費性能に関する技術情報』ホームページで公表されている「日除け効果係数算出ツール」を用いて値

を算出して下さい。

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法
7.4 開口部仕様設定



68copyright © one building

7.5 断熱仕様設定

• ここでは、省エネ計算に必要な断熱仕様の設定を行います。

【入力手順】

① 省エネ計算に必要な断熱に対して、欄にチェックを入れる。

② 各断熱の部位種別をコンボボックスより入力する。

③ 次のいずれかの方法で、断熱仕様を設定する。

方法1：ビルディングマテリアルより取得した「③_断熱材種類（大分類）」、「④_断熱材種類（小分類）」、「⑤_熱伝導率」、「⑥_厚み」の値を採用する。

方法2：「⑦_熱貫流率」に任意の値を入力する。

①

方法1 方法2

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法

② ③
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7.5 断熱仕様設定

④ 各断熱に任意で断熱仕様名称を入力するか、ダイアログ左下にある「連番設定」機能を使って自動で番号を割り当て入力する。

⑤ 「同一の断熱仕様を統合」の欄にチェックを入れる。

⑥ OK  をクリック。

④ ⑤

⑥

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法
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7.5 断熱仕様設定

【補足説明】

• 「③_断熱材種類(大分類)」、「④_断熱材種類(小分類)」、「⑤_熱伝導率」はこのダイアログでは編集できません。マテリアルのダイアログを開いて、各

要素に含まれる断熱材のマテリアルを編集します。

• 無断熱の場合は、マテリアルより「【省エネ法】無」を選択してください。部位種別ごとに熱貫流率が自動入力されます。

• 仕様が同じ断熱については、同じ断熱仕様名称が割り当てられます。

• 「同一の断熱仕様を統合」を使うことで、同じ断熱仕様名称の断熱は1項目に統合され、一括編集することが出来ます。

【省エネ計算上のポイント】

• 断熱仕様の入力方法は4つありますが、計算上、d)の優先順位が高く、次いでc)、b)、a)の順となります。

a)：「③_断熱材種類(大分類)」&「⑥_厚み」入力

b)：「③_断熱材種類(大分類)」&「④_断熱材種類(小分類)」&「⑥_厚み」入力

c)：「⑤_熱伝導率」&「⑥_厚み」入力

d)：「⑦_熱貫流率」入力

※本アドオンではc)及びd)を採用していますが、その他の方法で入力する場合はエクセル入力シートで直接入力してください。

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法
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7.6 外皮仕様設定

• ここでは、省エネ計算に必要な外皮仕様の設定を行います。

【入力手順】

① 省エネ計算に必要な外皮に対して、欄にチェックを入れる。

② 各外皮の方位をコンボボックスより選択するか、「方位自動判定」機能を使って自動で入力する。

③ 各外皮に任意で外皮名称を入力するか、ダイアログ左下にある「連番設定」機能を使って自動で番号を割り当て入力する。

④ OK  をクリック。

①

②

③ ④

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法

②
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7.6 外皮仕様設定

【補足説明】

• 方位自動判定は壁要素を対象とし、部屋面積の計算は壁の躯体芯であることが条件となります。

【省エネ計算上のポイント】

• 省エネ計算上、外皮面積は次のいずれかの方法で入力します。

方法1:「②_幅」&「③_高さ」をそれぞれ入力

方法2:「④_外皮面積」を直接入力

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法
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7.7 TXT 出力

• ここでは、BIM sustaina for Energyにデータを転送するためのTXTファイルの出力方法を説明します。

① リボンメニューより TXT出力 をクリック。

② 物件名を入力し、 OK をクリック。（プロジェクト情報に入力されたプロジェクト名が自動表記されます）

③ 出力先のフォルダを指定し、 OK をクリック。

④ 自動生成されたフォルダ内に、下記の7ファイルが作成されます。

• A_1_1_YYYYMMDD_HHMM.txt

• B_1_1_YYYYMMDD_HHMM.txt

• B_2_1 _YYYYMMDD_HHMM.txt

• B_3_0_1 _YYYYMMDD_HHMM.txt

• B_3_1 _YYYYMMDD_HHMM.txt

• D_1_1_YYYYMMDD_HHMM.txt

• E_1_1_YYYYMMDD_HHMM.txt

① ② ③

7. BIM sustaina for Energy Sync for Revit ：使用方法
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8.1 技術FAQのURL

• 技術FAQは下記リンクのページをご参照ください

https://one-building.co.jp/bimsustainaforenergy/techfaq

8. 操作に困ったら

https://one-building.co.jp/bimsustainaforenergy/techfaq
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Hope you enjoy our service!


